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資料４－１

東京都教育委員会の教育目標

○ 互いの人格を尊重し、思いや
りと規範意識のある人間

○ 社会の一員として、社会に貢
献しようとする人間

○ 自ら学び考え行動する、個性
と創造力豊かな人間



１ 教育に対する熱意と使命感をもつ教師

２ 豊かな人間性と思いやりのある教師

３ 子供の良さや可能性を引き出し伸ばすことが

できる教師

４ 組織人としての責任感、協調性を有し、互いに

高め合う教師

東京都の教育に求められる教師像

平成20年10月策定（平成27年２月一部改正）

「東京都教員人材育成基本方針」

教員に求められる基本的な４つの力

学習指導力
生活指導力

進路指導力

外部との連携

折衝力

学校運営力

組織貢献力

学力向上、規範意
識の醸成など、児
童・生徒に対する
教育指導の力

保護者、地
域、外部機
関と連携・
協働する力

学校全体
として組
織的に取
り組む力



授業力とは・・・

統率力

児童・生徒の集団をまと
め、リードする力。児童・
生徒をひきつける力

使命感
熱意 感性
豊かな感性を身に付け、
教員の職責を自覚し、
困難な状況・課題に取
り組む姿勢

児童・生徒
理解

一人一人の児童・生徒を
大事にしようとする愛情

教材解釈
教材開発

教科や関連する学問等
に関する深い識見

指導技術
（授業展開）
「わかる授業」「もっと学習
したくなる授業」を実現する

技能

「指導と評価
の計画」の
作成・改善

常によい授業を求めていく、
改善の意欲

授業力

養成課程→採用選考→採用後の育成

採用前に身に付けておく必要がある力

１ 実践的指導力

２ 学術的知見の現場への活用

３ コミュニケーション能力

４ 組織の一員として仕事ができる力

５ 今日的課題への対応力



東京都が求める小学校教諭として最小限必要な資質・

能力を明確にし、到達目標を提示した。

小学校教諭教職課程カリキュラム

領域①

「教師の在り方」

領域②

「各教科等における
実践的な指導力」

領域③

「学級経営」

平成22年10月策定

１ 教員養成段階における実践的な指導力の育成

領域① 「教師の在り方に関する領域」

（１） 教師の仕事に対する使命感と豊かな人間性

（２） 教師として必要な教養 （３） コミュニケーション能力と対人関係力

（４） 学校教育に関する法令等と学校教育の役割

（５） 学校組織及び服務の厳正

領域② 「各教科等における実践的な指導力に関する領域」

（１） 学習指導要領 （２） 教材研究・教材解釈と授業づくり

（３） 単元指導計画の作成及び改善 （４） 指導方法・指導技術

（５） 児童の学習状況の把握と評価 （６） 授業力向上と授業改善

（７） 特別支援教育 （８） キャリア教育

領域③「学級経営に関する領域」

（１） 学級経営の意義と学級づくり （２） 集団の把握と生活指導

（３） 児童理解と教育相談 （４） 保護者・地域との連携



東京教師養成塾

平成１６年４月 開塾

＜目指す教師像＞

○ 実践的指導力や企画力を高める教師

○ 学校教育を創造する教師

○ 子供に夢や感動を与え将来への展望を
切り拓く教師

１ 教員養成段階における実践的な指導力の育成

採用前実践的指導力養成講座

＜学級経営等に関する講座＞

・ 実践的に学ぶ学級経営・学習指導

・ 実践的に学ぶ特別支援教育

・ 保護者との信頼関係を築くために

＜教科等に関する講座＞

・ 体育の実践的指導力の向上

・ 理科の実践的指導力の向上

・ 道徳の実践的指導力の向上

・ 外国語活動の実践的指導力の向上

１ 教員養成段階における実践的な指導力の育成



一般選考

特例選考

特別選考

大学推薦

２ 東京都の教員採用選考

２ 東京都の教員採用選考

志願者を増やす取組

・ 個別相談会開催

・ メールマガジン配信

・ 東京の学校見学会の実施

・ 各種リーフレットの作成

・ 地方会場での選考の実施

（仙台・神戸・福岡の各会場で実施）

・ 採用候補者専用ＨＰの開設



※１ 校内における研修

※２ 校外における研修

東京都若手教員育成研修

３ 若手教員の育成

平成22年度から実施

２年次研修
＊東京都独自の研修

30時間（※1）

３回（※2）

実践的指導力の促進
＊授業力・生活指導力を重視

1年次研修

（初任者研修）
＊教育公務員特例法23条

180時間（※1）

16回（※2）

宿泊研修（2泊3日）

基礎的・基本的な資質・
能力の定着
＊４つの力の育成を重視

３年次研修
＊東京都独自の研修

30時間（※1）

２回（※2）

課題解決・対応力の拡充
＊学級経営・組織マネジメントを
重視

新人育成教員の配置

平成２２年度から小学校で実施

・ 社会人としての経験のない新規大学卒業
者を「学級経営研修生」に指定

・ 退職した再任用短時間勤務教員を「新人
育成教員」として配置

学校現場におけるＯＪＴを基本とした
実践的研修を実施

３ 若手教員の育成



英語科教員の海外派遣

平成２６年度から実施

○ 中学校及び高等学校の英語科教員
１４０名を英語圏の国に３か月間派遣

１ ＴＥＳＯＬ（英語教授法の修得）
２ 英語力の総合的なスキルの向上
３ 実習（現地校の生徒に英語で指導）
４ 教育機関でのインターンシップ
５ 海外の伝統・文化、生活様式等の調査

３ 若手教員の育成

東京教師道場

平成１８年４月 開設

・ 自身の授業力の向上を図る

・ 他の教員を指導する資質・能力
を有するリーダーとなる教員

教員全体の授業力を高める

４ 現職教員の資質・能力の向上



教職大学院との連携

○ 新しい学校づくりの有力な一員となり
得る新人教員の養成

○ 学校運営及び「授業力」向上の中核と
なるリーダーの育成

採用選考での特例選考の実施

４ 現職教員の資質・能力の向上

現職教員・教育管理職候補者派遣

東京都教員研究生

昭和４２年度 開始

・ 学校経営や学習指導等についての高い
専門性を備え、指導的役割を担う学校教育
のリーダーとなる教員を養成する

４ 現職教員の資質・能力の向上

１ カリキュラム開発研究

２ 教育課題研究

３ 教育行政に関わる研修


